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　 類型別一覧表（今後10年間の対策内容）

No. 施設数 今後１０年間の対策内容

・公設地方卸売市場と北部転作促進研修センターは健全度が低いため、早急に廃止に向けた検討を進めます。

・維持・継続する施設は、活用促進・運用⾒直しによりコスト改善を図ります。

⑫

⑥ 市営庭球場 11

② ③ ④

⑧

⑩

・宿泊を伴う施設は、譲渡・売却等を含め⺠間活力を活かすこと等により、有効活用及び施設総量の適正化を図ります。

・駒ヶ根高原の施設は、高原再整備計画の動向を踏まえて検討を進めます。

・維持・継続する施設は、活用促進・運用⾒直しによりコスト改善を図ります。

・「新しい生活様式」を踏まえた活用のあり方の検討を進めます。

・利用状況が著しく低い施設や、老朽化が著しい施設は、廃止に向けた検討を進めます。

8

4

・屋外運動場、庭球場、マレットゴルフ場ごとに優先順位を判断して、廃止・譲渡・売却等により施設総量の適正化及び効率化を図ります。

・維持・継続する施設は、適切な改修・修繕を実施しながら、利用促進・運用⾒直しによってコスト改善を図ります。

【体育館 ①～⑧】

・優先順位を判断して廃止・譲渡・売却等を検討し、施設総量の適正化及び効率化を図ります。

・社会体育館は、学校施設への所管替えの検討を進めます。

・第２社会体育館は、学校施設への所管替え及び子ども交流センター機能の拡大等の検討を進めます。

【その他 ⑨～⑫】

・利用促進・運用⾒直しによりコスト改善を図ります。
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武道館 第2社会体育館

⑦ 下平体育館

ユースホステル

こまくさの湯

保育園・幼稚園 ⑤ 経塚保育園 ⑥ すずらん保育園 ⑦ 中沢保育園 ⑧

6

産業系施設

⑤

①

8

①

レクレーション・観光施設

⑧⑦

7 ① ② ③ ④

市営運動場 馬住ヶ原運動場 丸塚運動場③ ④

⑪

⑤ ⑧⑦

旧木下家住宅

⑥

④③②

中山運動場

⑪共楽園弓道場 アルプスドーム アルプス球場

施設類型

東伊那公⺠館

① ② ③天竜かっぱ広場

中沢小学校①

⑤

対象施設

・天竜かっぱ広場及びあゆみ館は、展示品の集約や多目的施設への転用等により、利用促進及びコスト改善を図ります。

・あわせて優先順位を判断して廃止・譲渡・売却等の検討を進めます。

・⽂化会館大ホールは、日常の維持管理や機器更新等に多額の費用を要するため、地域交流センターの利用状況や他施設の方向性を踏まえた整備計

画を早急に策定し、長寿命化に向けた改修を実施します。

・⽂化財保護の観点から、できる限り維持し活用することが望ましい施設です。

・一方で、維持管理に多額の費用を要するため、展示品の集約、効率的な管理運営、有効な活用方法について検討を進めます。

① ② ③

① ② ③赤穂公⺠館 中沢公⺠館
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4① ② ③ ④⺠俗資料館郷土館旧竹村家住宅

・老朽化が著しい施設については今後の児童生徒数の減少を考慮して、早急に施設の集約化等により施設総量の適正化及び効率化を図ります。

・赤穂公⺠館は総合⽂化センターとの連携により効率化を図ります。

・竜東地区は、支所との複合施設であることから、施設の維持管理や有効活用については一体的に検討を進めます。

1 小・中学校

小学校

中学校

5

3

3

赤穂小学校

東伊那小学校

④

⑦

③

⑥

②

東中学校

赤穂南小学校

赤穂中学校

赤穂東小学校

2

2

3

4

学校給食センター

公⺠館

屋内スポーツ

施設
⑤ 飯坂体育館 ⑥

⽂化施設

⽂化財

①

⑨

⽂化施設・⽂化財

5 スポーツ施設

屋外スポーツ

施設

① ②

社会体育館

⑨ ⑩

飯坂保育園
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・施設の集約化・複合化・転用等により、適正配置を図ります。

・少子化による入所者の減少を⾒据えつつも、子どもたちが集団行動を身につけられるよう、一定規模以上の園を配置できるよう検討を進めます。

・小学校区など一定のエリアを単位に、必要な施設数の検討を進めます。

・以上を踏まえて、時代に即した保育・幼児教育のあり方の検討を含め、具体的な再編整備計画を早急に策定し、老朽化が進んだ施設から順次実行

します。

・⺠間事業者の事業拡大や新規参入について検討を進めます。
⑨ 赤穂南幼稚園 ⑩ 下平幼稚園

北割保育園 ② 美須津保育園 ③ 赤穂保育園 ④

東伊那保育園

・建物は計画的な保全により維持していきます。

（屋根・屋上改修、トイレ改修、エレベーター設置等）

・築50年を超える校舎については、順次耐力度調査を実施し、将来的な改築または長寿命化について検討を進めます。

・児童生徒数の減少により増加する余裕教室を他用途に転用すること等により施設総量の適正化及びコスト改善を図ります。

・少子化における学校のあり方の議論を進めます。

農業者トレーニ
ングセンター

北の原公園多目
的交流施設

農村交流広場
運動場

東伊那マレット
ゴルフ場

農村交流広場マ
レットゴルフ場

南割公園マレッ
トゴルフ場

駒ヶ根高原マ
レットゴルフ場

駒ヶ根高原庭球
場

赤穂学校給食セ
ンター

赤穂南学校給食
センター

竜東学校給食セ
ンター

総合⽂化セン
ター

ふるさとの丘あ
ゆみ館

農村交流広場
体育館

駒ヶ根ふるさと
の家

駒ヶ根キャンプ
センター

戸倉山キャンプ
場

駒ヶ根ファーム
ス

森と水のアウト
ドア体験広場

シルクミュージ
アム

公設地方卸売市
場

北部転作促進研
修センター

農産物加工セン
ター

農村環境改善セ
ンター（下平一
心館）

泰成スポーツフ
ロアー（駒ヶ根
市⺠体育館）
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　 類型別一覧表（今後10年間の対策内容）

No. 施設数 今後１０年間の対策内容施設類型 対象施設

2 ・子育て支援の観点から機能は維持・継続とし、計画的な保全により長寿命化を図ります。

① ② ③ ④ 4 ・今後の児童数及び利用者数の動向を踏まえて、施設の集約化により施設総量の適正化及び効率化を図ります。

②

10 福祉施設

高齢福祉施設

福祉センター

9 子育て関連施設

子育て支援施

設

子ども交流セ

ンター

①

④

5
・主に特定の地域の集会施設として利用されている施設は、指定管理を廃止し地元管理へ移行する等、施設のあり方の検討を進めます。

・福祉センターは、利用状況、健全度とも著しく低いため、早急に廃止に向けた検討を進めます。

障がい福祉施

設
① ② ③ 3

・健全度が著しく低い福祉企業センターについては、建物は継続的な使用が困難であると判断するため廃止とし、機能は必要であると判断するため

生涯活躍のまちづくりとの関連も踏まえて設置運営体制等のあり方について早急に検討を進めます。

・維持・継続する施設は、利用促進・運用⾒直しによりコスト改善を図ります。

① ② ③

⑤

4
・当面は維持・継続とし、市役所及び保健センターは計画的な保全を行います。

・竜東地区は、支所を含む学校・保育園・公⺠館等の機能を集約した拠点施設としてのあり方について検討を進めます。
11 庁舎等 ① ② 中沢支所 ③ 東伊那支所 ④

12 教職員住宅

① 下林教職員住宅 ② ③ ④ 東中校長住宅

8
・⺠間賃貸住宅が充実している現状を踏まえ優先順位を判断して、早急に廃止等により施設総量の適正化を図ります。

・ハード面が健全な施設についても、今後の利用状況を踏まえながら、廃止・譲渡・売却や有効活用の検討を進めます。

⑤ ⑥ ⑦ 菅沼教職員住宅 ⑧ 福岡教職員住宅

2
・駅前ビルは老朽化が進んでおり、大規模な施設であることから維持管理に多額の費用を要するため、早急に今後のあり方の検討を進めます。

・駅前駐車場は、必要な修繕を行いながら、当面維持します。

14 その他施設 ① 結婚相談所 1 ・当面は維持・継続とし、利用状況を⾒ながら活用促進・運用⾒直しによりコスト改善を図ります。

13 商業系施設 ① 駅前ビル ② 市営駅前駐車場

児童発達支援施
設つくし園

子育て支援セン
ター

すずらん子ども
交流センター

三和森子ども交
流センター

赤穂東子ども交
流センター

みなみ子ども交
流センター

高齢者保健福祉
施設ふれあいセ
ンター

老人福祉セン
ター長寿荘

老人福祉セン
ターやまびこ荘

介護予防交流セ
ンター福寿荘

障がい者福祉セ
ンター高砂園

福祉企業セン
ター

障がい者就労支
援センター伊南
桜木園

駒ヶ根市役所
（南庁舎含む）

駒ヶ根市保健セ
ンター

東伊那小北教職
員住宅

東伊那小南教職
員住宅

学校南教職員住
宅

向ヶ丘1号教職員
住宅
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